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研究成果の概要（和文）：本研究課題では、司法制度改革を受け、判例法の伝統を持つ英米の法思想から裁判官の役割
について示唆を得ることができないか検討した。また、判例法に批判的なベンサムの法思想も検討している。
英米の法思想の単著を2013年度に刊行し、2014年度にはベンサムに関する共編著を刊行した。論文は、立法の思想の分
析、裁判をめぐる現代の英米の議論の検討、ベンサムの法思想を検討したものなど、計7本、執筆した。同様のテーマ
で、国際学会4回を含む、計8回の学会報告を行った。
なお、コモン・ロー思想、ベンサムの法思想の第一人者のロバーン教授、ポステマ教授などを招聘し、2014年度と2015
年度に同志社大でセミナーを開催した。

研究成果の概要（英文）：This project studies the Anglo-American tradition of case law and seeks some 
suggestions for the Japanese legal system after the reforms of the judicial system. It also focuses on 
Bentham who criticized the common law.
A book on Anglo-American legal thought was published in 2013 and a book on Bentham（co-edited）was 
published in 2014. I also wrote and published seven articles on such topics as legal thought on 
legislation, contemporary discussions on judge law and Bentham's legal thought. And I presented eight 
papers on the similar topics at Conferences including four international ones.
I also invited the leading professors on the history of common law thought and Bentham's legal thought 
such as Professor Lobban and Professor Postema to give seminars at Doshisha University in the August of 
2014 and in the March of 2016.

研究分野： 英米法思想史
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１．研究開始当初の背景 
司法制度改革による、法科大学院の設立、裁
判員制度の開始など、わが国の司法は大きく
変わり、裁判の役割も変わりつつある。裁判
の役割が大きくなり、立法だけでなく、裁判
にも法形成の役割が委ねられることが増え
るのではないかとの背景から、判例法の長い
伝統を持つ英米の法思想の研究を開始した。 
 
２．研究の目的 
上記の背景から、今後の裁判の役割が、紛争
の解決のみでなく、ルール創造を担うことも
十分考えられる。ただ、立法権が国会の専権
とされているわが国において、裁判所のルー
ル創造を正統化することは容易ではない。国
会主権を前提としつつ、判例法の伝統を持つ
イギリス、さらには、判例法によるルール創
造が幅広く行われているアメリカの法思想
を、そのような観点から検討することは大き
な意義があると考えた。さらに、バランスの
ある研究になるように、判例法、コモン・ロ
ーに対する苛烈な批判者であり、法典化論者
であったベンサムの法思想も検討した。 
 
３．研究の方法 
本研究では、法思想史的研究を中心に据えた。
本研究の開始までに、イギリスについては 17
世紀のクックから 20世紀のサーモンドまで、
また、アメリカについては、ホームズ、パウ
ンド、ルウェリンの、判例法をめぐる思想を
検討していた。本研究では、判例法の正統性、
またはその問題点につき、以上の研究をさら
に精緻化するということを試みた。また、現
代の英米でも、判例法を基礎づけようとする
議論は盛んであるため、それらの分析も試み
ている。さらに、すでに著書を公刊するなど
研究を進めていたベンサムに関しても、その
判例法、コモン・ローに対する批判を検討す
ることで、判例法のマイナス面についても明
らかにすることを試みた。 
研究の具体的な方法としては、上述のテーマ
について著書、論文などを公刊することはも
ちろん、国際学会を含めた学会報告でも、積
極的に成果を報告し、海外の研究者からの示
唆を得ることも試みた。また、英米法思想史、
ベンサムの法思想の研究をリードする英米
の研究者を招聘し、2014 年度と 2016 年度に
セミナーを開催した。さらに、ロンドン大学
のベンサム・プロジェクトで資料収集も行っ
た。 
 
４．研究成果 
（１）著書 
判例法、コモン・ローについては、2013 年度
に単著を公刊している。また、ベンサムにつ
いても、2014 年度に、深貝保則との共編で研
究論文集を公刊した。 
（２）論文 
上記の判例法、コモン・ローの単著の公刊後、
イギリスとアメリカの判例法の思想史を比

較、対照した論文、それから現代英米の判例
法、コモン・ローの理論を検討した論文を執
筆、公刊した。また、判例法ではなく、立法
に関するイギリスの法思想を検討した論文
も公刊している。ベンサムに関しては、コモ
ン・ローとベンサムの関係を分析した論文を
パレルモ大学の紀要、さらには上述のベンサ
ムについての共編著にて公刊した。この他に、
法の支配に関する論文も執筆している。なお、
ベンサム・プロジェクトの紀要に、ベンサム
の法思想の著作についての書評も掲載して
もらったほか、英米の法思想に関する著作に
ついての書評を三本、執筆、公刊している。
イギリス哲学会の学会誌に、英米でのイギリ
スの法思想の研究について、学界展望も執筆
している。 
以上のような研究成果を学会等で報告し、幅
広く示唆を求めた。国内の学会等では計 4回
報告したが、英米の法思想史に関して 3 回、
さらにベンサムについての共編著に関して
も報告の機会をいただいた。また、英米の法
思想、ベンサムの法思想に関して、計 3回の
国際学会報告を行い、研究の成果に関して、
あるいは今後の研究の方向性に関して、いく
つかの貴重なご意見をいただいている。2015
年度には、ロンドン大学ベンサム・プロジェ
クトのベンサム・セミナーでも報告し、ベン
サムの法典化論が、明治期のわが国の法典論
争でどのような役割を果たしたかも分析し
ている。 
なお、コモン・ロー思想史、ベンサムの法思
想の研究をリードする海外の研究者を招い
たセミナーを2014年度と2015年度に開催し
た。2014 年度は、マイケル・ロバーン教授
（ロンドン大学）、デイビッド・リーバーマ
ン教授（カリフォルニア大学）、中国のツァ
イ教授（当時、鄭州大学）を招いて 8 月に、
ベンサムの法思想についてのセミナーを開
催した。また、2016 年の 3 月には、ノース
カロライナ大学のジェラルド・ポステマ教授
の、ベンサムと法の支配についての計 2 回の
セミナーを開催した。 
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